
第３４回日ロ極東学術シンポジウムのご案内 

 

１９８４年以来、ロシア科学アカデミー極東支部を中心とする研究者や実務家との間で続けて

きた日ロ極東学術シンポジウムは、今回で３４回目を迎えることになりました。皆様お元気で

ご活躍のことと存じます。 

 近年、ロシアはアジア諸国との関係強化をはかり、ロシア極東地域での経済活動の活性化

に全力を注いでいます。ウラジオストクでは恒例となった各国首脳が集まる東方経済フォー

ラムが 9月に開催されました。しかしその一方で、東アジアの諸地域での政治情勢は、複雑

さをましています。このシンポジウムでは、このように複雑に変化しつつある地域に身をお

きつつ、日ロ関係を含めて、東北アジアの政治・経済・社会に関わる諸問題をグローバルな

視点から検討したいと考えています。 

今回のシンポジウムには、ウラジオストクのロシア科学アカデミー極東支部の歴史・考古

学・民族学研究所、太平洋地理学研究所、ハバロフスクの経済研究所のメンバーに加え、ロ

シア科学アカデミー副総裁の V.I.セルギエンコ氏、前沿海地方議会議長の V.V.ゴルチャコフ

氏を特別にお迎えすることができました。 

本シンポジウムは、前回と同じく、日ロ極東学術交流会と京都大学経済研究所、大阪経済

法科大学アジア研究所との共催となります。 

 これまでのシンポジウムと同様に、率直な意見交換を行いたいと考えています。ご多忙と

は存じますが、ぜひご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

２０１８年 10 月 

日ロ極東学術交流会 

京都大学経済研究所 

大阪経済法科大学アジア研究所 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

シンポジウム参加費（資料代を含む）：３０００円  懇親会費：５０００円 

 

[連絡先] 

     日ロ極東学術交流会事務局 

     632-8510 天理市杣之内 1050 天理大学国際文化学部 五十嵐徳子研究室気付 

     電話： 0743-63-7458         

     e-mail:n-igaras@sta.tenri-u.ac.jpまたは fujimoto@keiho-u.ac.jp  

     http://www.ier.hit-u.ac.jp/~kumo/nichiroindex.htm 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

出席のご返事はメールまたは葉書で、懇親会出席の有無もご記入の上、１１月 20 日ま

でにお願いします。 

mailto:fujimoto@keiho-u.ac.jp


 

 第３４回日ロ極東学術シンポジウム  

―プログラム― 

 

日時：２０１8年１2月 1日（土）～2日（日） 

場所：大阪経済法科大学八尾駅前キャンパス（大阪府八尾市北本町２－１０－４５） 

近鉄大阪線「近鉄八尾」下車、徒歩５分 

時間：１０：００～１７：３０ 

 

報 告 

１２月１日（土） 

１．セルギエンコ V.I.氏 （ロシア科学アカデミー副総裁、ロシア科学アカデミー

極東支部議長、アカデミー会員） 

「300年を迎えるロシア科学アカデミー：現状と展望」 

２．バクラーノフ P.Ya.氏（ロシア科学アカデミー極東支部太平洋地理学研究所・学

術指導者、アカデミー会員） 

「太平洋ロシア地域発展のための新しい諸手段」 

３．ゴルチャコフ V.V. 氏（ロシア税関アカデミー教授・前沿海地方議会議長） 

「現在のロ日関係から見た沿海地方の展望」 

4．ラーリン V.L. 氏（ロシア科学アカデミー極東支部、極東の歴史・考古学・民族

学研究所・アジア太平洋研究センター長、アカデミー準会員） 

「中国・日本・朝鮮半島―競争するアジア強国の三角形の中のロシア」 

5．ペスツォフ S.K.氏 (歴史・考古学・民族学研究所・国際関係と安全保障部門長、 

教授) 

「中国の戦略と政策の中でのアジアの再編」 

６．ルセツキー E.A.氏 （アジア太平洋地域企業家・経営者国際会議議長団長） 

「北極圏におけるロシア―北極航路の開発における国際協力の発展と造船」  

 

～各報告後に討論～ 

 

[討論予定者]：袴田茂樹氏（新潟県立大学）、ヨコタ村上孝之氏（大阪大学）、

新井洋史氏（環日本海経済研究所）、阪本秀昭氏（天理大学）、 

藤本和貴夫氏（大阪経済法科大学）他 

 

懇 親 会 

（２階学生プラザ） 

１８：００－２０：００ 



 

 

１２月２日（日） 

１．ミナーキル、パーヴェル アレクサンドロヴィチ氏（アカデミー会員、経済研究

所学術指導者） 

  「ロシアの通貨危機 1992-2018 年」 

２．レンジン、オレグ・マルコヴィチ氏（経済研究所副所長） 

「ロシア極東の金融セクター：転換の傾向」 

３．バルダリ、アンナ ボリソヴナ氏（経済研究所上級研究員） 

  「運輸部門における極東の国境間協力：現状と展望」 

４．グリツコ、マリヤ アナトリエヴナ氏（経済研究所学術書記）   

  「極東南部における人的資本の形成条件の評価」 

５．トミロフ、ミハイル ヴラヂーミロヴィチ氏（経済研究所院生、研究員） 

  「アジア太平洋地域の自由貿易圏の統合ポテンシャル」 

 

 

～各報告後に討論～ 

 

[討論予定者]：大津定美氏（神戸大学名誉教授）、溝端佐登史氏（京都大学）、

雲和広氏（一橋大学）、田畑理一氏（大阪経済法科大学）、アンドレイ・ベ

ロフ氏（福井県立大学）、藤原克美氏（大阪大学）、道上真有氏（新潟大学）

他 

 

すべての報告・討論は日本語とロシア語に通訳されます。 

なお、報告の順序が入れ替わる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

大阪経済法科大学八尾駅前キャンパス 

八尾市北本町２－１０－４５ 

近鉄大阪線「近鉄八尾」駅下車徒歩５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


